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１．単元 

「エネルギー」（第１分野） 
 

２．単元について 

この単元は、エネルギーに関する観察・実験を通して、エネルギーの基礎を理解するとともに、エ

ネルギーに関する事象を日常生活と関連付けて推察する科学的な見方・考え方を育成することが主な

ねらいである。 
 「エネルギー」という用語は知っていても、その概念まで把握していない者も多く、一言で説明す

るのが難しいものである。今日の社会で極めて重要な課題とされる「エネルギー」について、身近な

事象を通して物理学的な基本的・初歩的な考え方やその規則性などを学び、日常生活の実際の場面に

当てはめていけるようにしたい。また、次章に向けて幅広いエネルギー観が培われ、地球規模や日常

生活のあり方を考えさせたい。 
 

３．研究の視点との関わり 

視点１ 

 基礎・基本を明確に位置づけ、効果的な指導を進めるための指導計画の工夫 

 これまでの学習の中で身近な物理現象や電流、化学変化について学習をしてきた。エネルギーは３

年間の学習のまとめとして、自然科学への第一歩を踏み出すために必要な概念である。ここでは、エ

ネルギーは物体が外部に対して変化をさせる能力とし、様々な形に変換でき、また総和は保存される

ということを基礎・基本として捉えさせたい。 
 単元の導入として、様々なエネルギーの変換を演示などの実験を通して、エネルギーというものを

固定化せず、自分たちの持っている知識や経験などから目を向けさせるようした。 
 その後、様々なエネルギーを変換することでその特徴を捉えさせ、またその相互のエネルギー量に

ついても同等であることを気付かせるようにした。 
 単元の終了には、獲得してもらいたい概念が築かれ、また日常生活の中と結びついていることに気

付かせていきたい。 
視点２ 

 基礎・基本を重視し、意欲的な学びを促す問題解決の場面設定や指導方法の工夫 

 本時では、既習の化学変化と結びつけながら単に現象面だけに終わらず、「エネルギー」というこ

の単元で身につけさせたい基礎・基本の定着を図っている。生徒同士の交流の中で、日常生活へどの

ように利用させていくか、互いの考えを共感的に受け止め、追求していくようにしていきたい。 
 また、日常的に手にすることができる身近な製品をもとに、本時の課題を的確に把握させることが

できると考える。内部には物質があり、その化学変化によるエネルギーが別のエネルギーに変化して

いる様子を様々な方法でみることは、その後の実験でも結果のみに終始せず、課題を解決していく見

通しがもとるようになるものと考える。 
視点３ 

一人ひとりの学びを共感的にとらえ、観点や場面・方法を明らかにした指導の改善に生かす評価の工夫 

 単元の目標や評価規準を、指導計画の段階で評価計画を設定している。評価をしていく中で基準に

達していない生徒に対し、交流している場面や自力解決の場面で支援をしていきたい。また観察だけ

ではなく、ノートやプリントなど活用し次時での指導改善を考えていく。また評価を蓄積することで、

見取りの不十分な生徒を把握でき、単元全体を通して十分な評価ができるものと考える。 
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４．生徒の実態 

 授業に真面目に取り組み、どんな場面でも真剣に活動できる集団である。また、男女の隔たりも小

さく、どんな仲間とも授業を進めることができる。課題への興味の持ち方や知識を理解する度合いに

格差が大きく、また第１分野への苦手意識のある生徒も少なくない。発表や交流のまとめなど、自己

の考えや特に声を出すことさえも遠慮する生徒がいるので、様々な視点で活動のようすを観察してい

くことに注意しながら進めている。 
 

５．単元目標と評価規準 

エネルギーに関する実験、観察を通して、エネルギーの基礎について理解するとともに、これらの

事象を日常生活と関連付けて科学的な見方や考え方を養い、エネルギーに対する興味、関心を高める。 
自然事象への興味・関

心・態度 
科学的な思考 観察・実験の技能・表

現 
自然事象についての知

識・理解 
エネルギーに関する事

物・現象に興味・関心

を持ち、意欲的に観

察・実験を行い、それ

らの事象を日常生活と

関連付けて考察しよう

とする。 

エネルギーに関する事

物・現象について問題

を見出し、解決方法を

考えて、観察・実験な

どを行ったり規則性を

見出したりして、問題

を解決することができ

る。 

エネルギーに関する事

物・現象についての観

察・実験を行い、観察・

実験の基礎操作を習得

するとともに、規則性

を見出したり自らの考

えを導き出したりし

て、創意ある観察・実

験の報告書を作成し、

発表することができ

る。 

エネルギーについての

基本的な概念や原理・

法則を理解し、知識を

身につける。 

 

６．指導計画 

 主な学習内容 教師の関わり（●評価） 
１ 自分の知っているエネルギーってどんなものか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資源としてのエネルギーとしてのとら

えも、ここでは簡単に押さえる。 
 
 
 
演示による実験を行う。 
付箋でプリントに見つけたエネルギー

を表す。 
 
 
 
●自分の生活と結びつく「エネルギー」

を見つけることができる。 
【関：プリント】 
 
 
 
 
 
 
 
 

石炭 石油 原子力 電気

太陽水力風力 ガソリン 

変化の前に持
っていたエネ
ルギーは？！ 

変化の時に出
てくるエネル
ギーは？！ 

現象や物体の変化に
注目してみよう！ 

・身のまわりには様々なエネルギーがある 
・エネルギーは移り変わる 

熱 運動 光

油 

どんなエネルギーが見られるか

断熱圧縮によ

る綿の発火 
保温水筒によ

る温度上昇 

アルコールの

爆発 

化学

ピーナッツに

よる加熱 
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日常生活の中のエネルギーの移り変わりの例を話し

合い、まとめる。 
 

●日常生活の中のエネルギーの移り変

わりの例をまとめることができる。 
【思：発表、プリント】 

２ 演示実験から、どんなエネルギーが見られるか考え

る。 
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・グラフにまとめる。 
・わかったことを交流する。 
 
 
 
 

・前時を想起し、変化の前後でのエネ

ルギーに注目させる。 
 
・２つのエネルギーが移り変わってい

ることを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●条件を考え、小球の高さや質量を変

えながら、物体が動く距離を調べ、結

果をまとめることができる。 
【技：観察、プリント】 
 
 
 
 
 
 
●物体の高さが高く、質量が大きいほ

ど位置エネルギーが大きくなることを

説明できる。 
【知：プリント、発表】 
 
 

３ 演示実験から、どんなエネルギーが見られるか考え

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・前時を想起し、変化の前後でのエネ

ルギーに注目させる。 
 
・２つのエネルギーが移り変わってい

ることを確認する。 
 
 
 
 
 
●条件を考え、小球の速さや質量を変

えながら、物体が動く距離を調べ、結

果をまとめることができる。 
【技：観察、プリント】 
 
 
 

物体を動かす

エネルギー 
高いところの

エネルギー 

物体を動かす

エネルギー 
運動している

エネルギー 

書いたグラフは何と何の
関係を表しているのか 

重いほどエネ
ルギーが大き
いのでは 

質量と物体の動く距

離の関係を調べよう 変化させてい
る条件は何だ
ろうか！ 

変化させない
条件は何だろ
うか！ 

速さと物体の動く距

離の関係を調べよう 

速いほどエネ
ルギーが大き
いのでは 

運動しているエネルギーの大きさは何に関係

するか調べよう 

高いほどエネ
ルギーが大き
いのでは 

重いほどエネ
ルギーが大き
いのでは 

大きいほどエ
ネルギーが大
きいのでは 

グラフ作成の援助 

質量と物体の

動く距離の関

係を調べよう直径と物体の

動く距離の関

係を調べよう

高さと物体の

動く距離の関

係を調べよう 
変化させてい
る条件は何だ
ろうか！ 変化させない

条件は何だろ
うか！ 

●位置エネルギーは高さと質量に比例して

大きくなる 

●高いところにあるエネルギーを位置エネ

ルギーという。 

高いところにあるエネルギーの大きさは、何

に関係するか調べよう 



・グラフにまとめる。 
・わかったことを交流する。 
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●物体の速さが速く、質量が大きいほ

ど運動エネルギーが大きくなることを

説明できる。 
【知：プリント、発表】 
 
 

４ ふりこから、どんなエネルギーが見られるか考える。

 
 
 
 
 
 
 
・高いところから徐々にエネルギーが小さくなり、

最下点で０となる。（基準面）

グラフ作成の援助

 

 

 

 

・手をはなしたところと同じ高さまであがる。（同じ

エネルギーの大きさ） 
 
・手をはなしたところで速さが０になる。 
・基準面で最大の速度になる。 
 
 
 
 
・位置エネルギーがなくなると、運動エネルギーが

最大になる。

・運動エネルギーがなくなると、位置エネルギーが

最大になる。

・坂の途中では、位置エネルギーも運動エネルギー

も小さくなる。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・ストロボ動画の提示 
・ストロボ写真の配布 
●１コマずつそれぞれのエネルギーが

どのように変化するか表を作って考え

る。 
【技：プリント】 
 
 
 
 
 
 
 
●位置エネルギーと運動エネルギーの

変化の関係について、自分の考えを発

表できる。 
【思：発表、プリント】 
 
 
 
 
●位置エネルギーと運動エネルギーが

移り変わるときに，力学的エネルギー

が保存されることを説明できる。 
【知：プリント】 
 

●運動エネルギーは質量に比例し、速さが増

すほど大きくなる 

●運動している物体が持つエネルギーを運

動エネルギーという。 

書いたグラフは何と何の
関係を表しているのか 

５ 
 
本 
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
●化学変化によって熱エネルギーが生

じることを理解する。 

それぞれのエネルギーの０と
なる点に注目してみよう 

点と点の間の
距離を測定し
よう（運動Ｅ）

高さの基準を
見つけてみよ
う（位置Ｅ） 

位置エネルギーと運動エネルギーにはど

のような関係があるか考えよう 

運動エネルギー

位置エネルギー

化学変化によってどんなことが起こるか調べ

てみよう 

つめたい！ 
吸熱

酸化カルシウム＋水 園芸用肥料＋水

あつい！ 
発熱 

●位置エネルギーと運動エネルギーの総和

は変わらない 

●位置エネルギーと運動エネルギーの和を

力学的エネルギーという。 

位置エネルギーと運動エネルギーのそれぞれ

の変化の仕方を調べよう 

位置エネルギー運動エネルギー 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知：観察、プリント】 
 
 
 
・ホワイトボードを配布し、自分たち

の考えた製品を描く。 
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・再実験を行い、温度や時間の測定を

する。（温度計、時計） 
 
 
 
 
●実験結果から、選択した化学変化の

日常生活への応用を考え、ホワイトボ

ードにまとめる。 
【思：観察、発表】 
 
 
 
 

熱エネルギー 

日常生活の中で利用できないだろうか 

６  乾電池を分解し、化学変化によって電気が生じてい

ることを知る。７   
   

 ●実験を選択し、自分たちの課題を解

決しようと取り組む  
【関：観察、プリント】  

  
  
  
  
  
 ●日常利用するために、どのようなこ

とを調べたいか考える【思：プリント】 
●実験結果をまとめる  
【技：プリント】  
●自分の班の結果を発表できる  
【技：発表】  

  
  
身のまわりの様々な電化製品を取り上げる  
  
  
 

８   
  
  

ホットプレート 蛍光灯 スピーカー 

エネルギーってどんなものか 

電気エネルギーを取り出し、様々な場面で

利用されている 

●化学変化の利用 

●化学エネルギーから熱エネルギーに移り変

わることができる。 

３３円電池 ボルタ電池 燃料電池 木炭電池 

どれくらいの
電流が流れる
の  か乾電池と比べ
てみよう！ 

豆電球はつく
のだろうか 

モーターは回
るのだろうか 

材料の種類や濃度、個
数など工夫してみよ
う！ 

化学変化によって電気エネルギーを取り出

し、利用方法を考えよう 

簡易冷蔵庫 
カイロ 

氷を作る 冷却パック

どのくらい温度が変化するのだろう

か 

目玉焼き 

お湯を沸かす 
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エネルギーの移り変わりの図から、日常生活に見ら

れる具体的な例をあげさせる。  
●日常生活の中で見られるエネルギー

の移り変わりの例を説明できる 

 
 
 
 
 
白熱電球と蛍光灯の明るさを比べてみる。 
 
 
 
・さわってみよう 
・見た感じは 
 
 
 
 
 
エネルギーの保存について説明を聞く 
 
 
 
 
 
発生した熱を含めて、エネルギーの総和が保存され

ることを知る

エネルギーの単位にはＪが使われることの説明を聞

く。 

【知：発表、プリント】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●実験を通して、エネルギーが移り変

わる際に、熱エネルギーが発生してい

ることに気付く 
【技：観察】 
 
 
 
 

位置 

化学 運動 

電気 

光 

音 

熱 原子力

電気エネルギーから光エネルギーに移り

変わるときの効率について考えよう 

同じ明るさのものは同じＷ数なら 

蛍光灯も熱いけど、白熱電球ほどじゃな

いぞ 

白熱電球は、さわると熱い！ 

エネルギーの移り変わりの前後で、エネル

ギーは保存される 

●エネルギーの保存 

９ 単元テスト  
 
 



7.本 時の展開 (5/9)

(1)本 時の目標

・化学エネルギーは熱エネルギーに移り変わることを知る。

・化学エネルギーが熱エネルギーに移り変わることを日常生活の中で利用できないか考えるも

(2)本 時の展開

主な学習内容 教師の関わり

課
題
把
握

化学変化によってどんなことが起こるだろうか

どんなことが起こるか、各班で予想する。

各班の予想を発表し、実験の安全面を考える。

・実験台の整理整頓    ・ ビーカーに顔を近づけない

。周りの状況を把握する

本時で使用する化学薬品を紹介し、

手順を知らせる。

実験の

∋

課
題
の
追
求

紹介された化学変化を班で段取りを決めて行う。

実験結果から、選択した化学変化の利用方法を考える

A

酸化カルシウム (生石

灰)に 水を加える。

あつい !

どちらも熱が関係している !

どれくらいの熱が発生しているか、調べてみよう

B

園芸用肥料 (尿素)に

水を加える。

つめたい |

何か利用できないかな ?考 えてみよう

実験に取り組ませる。

写真などで実際に使われている商品を紹

介する。課
題
の
解
決

さまざまな利用方法を交流しあう。

実際の商品を紹介する。

A:発 熱剤

・弁当

・脱臭剤

(乾燥剤)

B:冷 却剤

・冷却パック

ま
と
め
化学エネルギーは熱エネルギーに移り変わる

今日の課題をまとめる。
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